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最終頁に続く

( 5 7 ) 【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 融 点 が ５ ５ ℃ 未 満 で あ る 如 何 な る 有 機 物 も 含 ま な い 組 成 の 自 動 車 用 熱 伝 導 材 料 で あ っ て 、
　 前 記 自 動 車 用 熱 伝 導 材 料 の 組 成 は 、
　 含 有 量 が ５ ～ １ ８ 重 量 部 の ノ ン シ リ コ ン 弾 性 体 樹 脂 と 、
　 形 状 が 実 質 的 に 粒 径 ５ ０ ～ ２ ５ ０ μ ｍ の 球 体 で あ る ４ ０ ～ ７ ０ 重 量 部 の 第 １ 熱 伝 導 性 パ  
ウ ダ ー と 、
　 形 状 が 実 質 的 に 粒 径 １ ～ ３ ０ μ ｍ の 球 体 で あ る ２ ～ ５ ０ 重 量 部 の 第 ２ 熱 伝 導 性 パ ウ ダ ー  
と 、 を 含 む こ と を 特 徴 と す る 自 動 車 用 熱 伝 導 材 料 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 ノ ン シ リ コ ン 弾 性 体 樹 脂 は 、 熱 可 塑 性 ポ リ ウ レ タ ン （ T P U ） 、 熱 可 塑 性 ポ リ オ レ フ  
ィ ン （ T P O ） 、 熱 可 塑 性 ス チ レ ン ブ ロ ッ ク 共 重 合 体 （ T P S ） 、 熱 可 塑 性 ポ リ エ ー テ ル エ ス  
テ ル （ T P E E ） 、 或 い は 熱 可 塑 性 ポ リ ア ミ ド （ T P A ） を 含 む こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記  
載 の 自 動 車 用 熱 伝 導 材 料 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 第 １ 熱 伝 導 性 パ ウ ダ ー 及 び 前 記 第 ２ 熱 伝 導 性 パ ウ ダ ー の 材 料 は 、 銀 、 銅 、 鉄 、 ア ル  
ミ ニ ウ ム 、 窒 化 ホ ウ 素 、 窒 化 ア ル ミ ニ ウ ム 、 窒 化 ケ イ 素 、 酸 化 マ グ ネ シ ウ ム 、 酸 化 亜 鉛 、  
酸 化 ア ル ミ ニ ウ ム 、 炭 化 ケ イ 素 、 グ ラ フ ァ イ ト 、 或 い は 前 述 の 任 意 の 組 み 合 わ せ を そ れ ぞ  
れ 独 立 的 に 含 む こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 自 動 車 用 熱 伝 導 材 料 。
【 請 求 項 ４ 】

請求項の数　10　（全8頁）　最終頁に続く
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　 前 記 第 １ 熱 伝 導 性 パ ウ ダ ー は 、 窒 化 ア ル ミ ニ ウ ム 、 酸 化 ア ル ミ ニ ウ ム 、 或 い は グ ラ フ ァ  
イ ト を 含 む こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ３ に 記 載 の 自 動 車 用 熱 伝 導 材 料 。
【 請 求 項 ５ 】
　 前 記 第 ２ 熱 伝 導 性 パ ウ ダ ー は 、 窒 化 ホ ウ 素 と 、 窒 化 ア ル ミ ニ ウ ム と 、 酸 化 マ グ ネ シ ウ ム  
と 、 酸 化 亜 鉛 と 、 酸 化 ア ル ミ ニ ウ ム と 、 炭 化 ケ イ 素 と 、 グ ラ フ ァ イ ト と 、 を 含 む こ と を 特  
徴 と す る 請 求 項 ３ に 記 載 の 自 動 車 用 熱 伝 導 材 料 。
【 請 求 項 ６ 】
　 前 記 第 １ 熱 伝 導 性 パ ウ ダ ー 及 び 前 記 第 ２ 熱 伝 導 性 パ ウ ダ ー の 球 状 化 率 は ９ ０ ～ ９ ５ ％ で  
あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 自 動 車 用 熱 伝 導 材 料 。
【 請 求 項 ７ 】
　 前 記 自 動 車 用 熱 伝 導 材 料 の 熱 伝 導 率 は １ ５ ～ ２ ５ Ｗ ／ ｍ Ｋ で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求  
項 １ に 記 載 の 自 動 車 用 熱 伝 導 材 料 。
【 請 求 項 ８ 】
　 請 求 項 １ 乃 至 ７ の 何 れ か １ 項 に 記 載 の 自 動 車 用 熱 伝 導 材 料 を 含 む こ と を 特 徴 と す る 熱 伝  
導 接 着 剤 ま た は 熱 伝 導 ペ ー ス ト 。
【 請 求 項 ９ 】
　 前 記 熱 伝 導 接 着 剤 は ポ ッ テ ィ ン グ 剤 で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ８ に 記 載 の 熱 伝 導 接  
着 剤 ま た は 熱 伝 導 ペ ー ス ト 。
【 請 求 項 １ ０ 】
　 請 求 項 １ 乃 至 ７ の 何 れ か １ 項 に 記 載 の 自 動 車 用 熱 伝 導 材 料 を 含 む こ と を 特 徴 と す る 熱 伝  
導 シ ー ト 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 自 動 車 用 熱 伝 導 材 料 に 関 し 、 更 に 詳 し く は 、 熱 伝 導 接 着 剤 、 熱 伝 導 ペ ー ス ト  
お よ び 伝 導 シ ー ト を 調 製 す る た め の 自 動 車 用 熱 伝 導 材 料 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 電 気 自 動 車 の 勃 興 と 発 展 に よ り 、 電 気 自 動 車 の 設 計 に お い て 放 熱 問 題 が 重 要 な 議 題 と な  
っ て い る 。 電 気 自 動 車 内 に は 、 バ ッ テ リ ー パ ッ ク 、 車 載 用 ス マ ー ト シ ス テ ム 及 び 電 源 接 続  
が 必 要 な 各 種 電 子 制 御 素 子 が 搭 載 さ れ て お り 、 屋 外 の 高 温 環 境 で 運 転 す る と き は 、 様 々 な  
放 熱 工 程 が 必 要 と な っ て い た 。 さ も な く ば 、 温 度 が 高 く な り す ぎ 、 自 動 車 用 バ ッ テ リ ー モ  
ジ ュ ー ル 、 電 子 素 子 、 及 び 各 種 ス マ ー ト シ ス テ ム の 動 作 及 び 寿 命 に 影 響 が 及 ぼ す 虞 が あ っ  
た 。
【 発 明 の 概 要 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 従 来 の 電 気 自 動 車 の 電 子 素 子 と 放 熱 素 子 と の 間 の 接 合 は 、 主 に 厚 み を 弾 力 的 に 調 整 可 能  
で あ り 、 熱 伝 導 性 能 が 優 れ 、 施 工 が 簡 単 で あ る 等 の 理 由 か ら 市 場 に 流 通 し て い る シ リ コ ン  
成 分 を 含 ん だ 「 熱 伝 導 シ リ コ ン シ ー ト 」 に 頼 っ て い る 。 し か し な が ら 、 シ リ コ ン を 含 ん だ  
放 熱 ガ ス ケ ッ ト は 使 用 中 に 高 温 の 熱 を 受 け る と 、 小 分 子 の シ リ コ ン オ イ ル （ 或 い は 、 有 機  
ケ イ 素 小 分 子 揮 発 物 ） が 放 出 さ れ 、 使 用 面 や 機 材 に 「 オ イ ル 滲 み 現 象 」 が 発 生 す る こ と が  
あ っ た 。 小 分 子 の シ リ コ ン オ イ ル が 滲 み 出 す と 、 コ ネ ク タ の 接 点 の 回 路 が シ ョ ー ト す る 。  
ま た 、 小 分 子 の シ リ コ ン オ イ ル は 光 学 装 置 を 汚 染 し 、 光 学 装 置 （ 例 え ば 自 動 車 の ラ イ ト カ  
バ ー 、 ガ ラ ス ） の 光 透 過 率 を 低 下 さ せ 、 曇 り 問 題 を 引 き 起 こ し 、 光 学 セ ン サ ー の 判 断 エ ラ  
ー に 繋 が っ て い た 。 ま た 、 周 囲 の 異 物 や 粒 子 が 小 分 子 の シ リ コ ン オ イ ル に 吸 着 し 、 機 器 装  
置 の 動 作 及 び 寿 命 に 影 響 が 及 ぼ す 虞 が あ っ た 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 そ こ で 、 本 発 明 者 は 上 記 の 欠 点 が 改 善 可 能 と 考 え 、 鋭 意 検 討 を 重 ね た 結 果 、 合 理 的 設 計  
で 上 記 の 課 題 を 効 果 的 に 改 善 す る 本 発 明 の 提 案 に 至 っ た 。
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【 ０ ０ ０ ５ 】
　 本 発 明 は こ う し た 状 況 に 鑑 み て な さ れ た も の で あ り 、 そ の 目 的 は 、 融 点 が ５ ５ ℃ 未 満 で  
あ る 如 何 な る 有 機 物 も 含 ま な い 組 成 の 自 動 車 用 熱 伝 導 材 料 を 提 供 す る こ と に あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 上 記 課 題 を 解 決 す る た め に 、 本 発 明 の 一 態 様 で あ る 自 動 車 用 熱 伝 導 材 料 の 組 成 は 、 ５ ～  
１ ８ 重 量 部 の ノ ン シ リ コ ン 弾 性 体 樹 脂 と 、 ４ ０ ～ ７ ０ 重 量 部 の 第 １ 熱 伝 導 性 パ ウ ダ ー と 、  
２ ～ ５ ０ 重 量 部 の 第 ２ 熱 伝 導 性 パ ウ ダ ー と 、 を 含 む 。 前 記 第 １ 熱 伝 導 性 パ ウ ダ ー の 形 状 は  
実 質 的 に 粒 径 ５ ０ ～ ２ ５ ０ μ ｍ の 球 体 で あ り 、 前 記 第 ２ 熱 伝 導 性 パ ウ ダ ー の 形 状 は 実 質 的  
に 粒 径 １ ～ ３ ０ μ ｍ の 球 体 で あ る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 本 発 明 の 一 実 施 形 態 に よ れ ば 、 前 記 ノ ン シ リ コ ン 弾 性 体 樹 脂 は 、 熱 可 塑 性 ポ リ ウ レ タ ン  
（ t h e r m o p l a s t i c  p o l y u r e t h a n e s 、 T P U ） 、 熱 可 塑 性 ポ リ オ レ フ ィ ン （ t h e r m o p l a s t i c  
p o l y o l e f i n s 、 T P O ） 、 熱 可 塑 性 ス チ レ ン ブ ロ ッ ク 共 重 合 体 （ t h e r m o p l a s t i c  s t y r e n e  b l  
o c k  c o p o l y m e r s 、 T P S ） 、 熱 可 塑 性 ポ リ エ ー テ ル エ ス テ ル （ t h e r m o p l a s t i c  p o l y e t h e r  
e s t e r  e l a s t o m e r 、 T P E E ） 、 或 い は 熱 可 塑 性 ポ リ ア ミ ド （ t h e r m o p l a s t i c  p o l y a m i d e s  
、 T P A ） を 含 む 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 本 発 明 の 他 の 実 施 形 態 に よ れ ば 、 前 記 第 １ 熱 伝 導 性 パ ウ ダ ー 及 び 前 記 第 ２ 熱 伝 導 性 パ ウ  
ダ ー の 材 料 は 、 銀 、 銅 、 鉄 、 ア ル ミ ニ ウ ム 、 窒 化 ホ ウ 素 、 窒 化 ア ル ミ ニ ウ ム 、 窒 化 ケ イ 素  
、 酸 化 マ グ ネ シ ウ ム 、 酸 化 亜 鉛 、 酸 化 ア ル ミ ニ ウ ム 、 炭 化 ケ イ 素 、 グ ラ フ ァ イ ト 、 或 い は  
前 述 の 任 意 の 組 み 合 わ せ を そ れ ぞ れ 独 立 的 に 含 む 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 本 発 明 の さ ら に 他 の 実 施 形 態 に よ れ ば 、 前 記 第 １ 熱 伝 導 性 パ ウ ダ ー は 、 窒 化 ア ル ミ ニ ウ  
ム 、 酸 化 ア ル ミ ニ ウ ム 、 ま た は グ ラ フ ァ イ ト を 含 む 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 本 発 明 の さ ら な る 他 の 実 施 形 態 に よ れ ば 、 前 記 第 ２ 熱 伝 導 性 パ ウ ダ ー は 、 窒 化 ホ ウ 素 と  
、 窒 化 ア ル ミ ニ ウ ム と 、 酸 化 マ グ ネ シ ウ ム と 、 酸 化 亜 鉛 と 、 酸 化 ア ル ミ ニ ウ ム と 、 炭 化 ケ  
イ 素 と 、 グ ラ フ ァ イ ト と 、 を 含 む 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 本 発 明 の さ ら な る 他 の 実 施 形 態 に よ れ ば 、 前 記 第 １ 熱 伝 導 性 パ ウ ダ ー 及 び 前 記 第 ２ 熱 伝  
導 性 パ ウ ダ ー の 球 状 化 率 は ９ ０ ～ ９ ５ ％ で あ る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 本 発 明 の さ ら な る 他 の 実 施 形 態 に よ れ ば 、 前 記 自 動 車 用 熱 伝 導 材 料 の 熱 伝 導 率 は １ ５ ～  
２ ５ Ｗ ／ ｍ Ｋ で あ る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 ま た 、 本 発 明 の 別 の 態 様 で あ る 熱 伝 導 接 着 剤 ま た は 熱 伝 導 ペ ー ス ト は 、 上 述 の 自 動 車 用  
熱 伝 導 材 料 を 含 む 。 本 発 明 の 一 実 施 形 態 に よ れ ば 、 前 記 熱 伝 導 接 着 剤 は ポ ッ テ ィ ン グ 剤 で  
あ る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 ま た 、 本 発 明 の さ ら に 別 の 態 様 で あ る 熱 伝 導 シ ー ト は 、 上 述 の 自 動 車 用 熱 伝 導 材 料 を 含  
む 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ ５ 】
　 上 述 し た よ う に 、 自 動 車 用 熱 伝 導 材 料 、 熱 伝 導 接 着 剤 、 熱 伝 導 ペ ー ス ト 、 熱 伝 導 シ ー ト  
に は 、 高 効 率 の ノ ン シ リ コ ン 自 動 車 用 熱 伝 導 材 料 を 提 供 し 、 従 来 の シ リ コ ン 材 料 を 含 む こ  
と で 起 こ り 得 る オ イ ル 滲 み 、 光 学 装 置 の 汚 染 等 の 問 題 を 防 止 し 、 電 気 自 動 車 の 放 熱 効 果 の  
信 頼 性 を 高 め 、 シ ス テ ム の 動 作 を 更 に 安 定 さ せ る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 形 態 】
【 ０ ０ １ ６ 】
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　 以 下 、 本 発 明 の 実 施 の 形 態 に つ い て 詳 細 に 説 明 す る 。 た だ し 、 本 発 明 は こ れ に 限 定 さ れ  
る も の で は な く 、 記 述 し た 範 囲 内 で 種 々 の 変 更 が 可 能 で あ り 、 異 な る 実 施 形 態 に そ れ ぞ れ  
開 示 さ れ た 技 術 的 手 段 を 適 宜 組 み 合 わ せ て 得 ら れ る 実 施 形 態 に つ い て も 本 発 明 の 技 術 的 範  
囲 に 含 ま れ る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 以 上 述 べ た 如 く 、 本 発 明 の 幾 つ か の 実 施 例 に 係 る 自 動 車 用 熱 伝 導 材 料 の 組 成 は 、 融 点 が  
５ ５ ℃ 未 満 で あ る 如 何 な る 有 機 物 も 含 ま な い 。 上 述 し た 自 動 車 用 熱 伝 導 材 料 の 組 成 は 、 ５  
～ １ ８ 重 量 部 の ノ ン シ リ コ ン 弾 性 体 樹 脂 と 、 ４ ０ ～ ７ ０ 重 量 部 の 第 １ 熱 伝 導 性 パ ウ ダ ー と  
、 ２ ～ ５ ０ 重 量 部 の 第 ２ 熱 伝 導 性 パ ウ ダ ー と 、 を 含 む 。 自 動 車 用 熱 伝 導 材 料 の 熱 伝 導 率 は  
１ ５ ～ ２ ５ Ｗ ／ ｍ Ｋ で あ る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 上 述 し た ノ ン シ リ コ ン 弾 性 体 樹 脂 は 、 例 え ば 、 熱 可 塑 性 ポ リ ウ レ タ ン （ t h e r m o p l a s t i c  
p o l y u r e t h a n e s 、 T P U ） 、 熱 可 塑 性 ポ リ オ レ フ ィ ン （ t h e r m o p l a s t i c  p o l y o l e f i n s 、 T P  
O ） 、 熱 可 塑 性 ス チ レ ン ブ ロ ッ ク 共 重 合 体 （ t h e r m o p l a s t i c  s t y r e n e  b l o c k  c o p o l y m e r s  
、 T P S ） 、 熱 可 塑 性 ポ リ エ ー テ ル エ ス テ ル （ t h e r m o p l a s t i c  p o l y e t h e r  e s t e r  e l a s t o m e  
r 、 T P E E ） 、 或 い は 熱 可 塑 性 ポ リ ア ミ ド （ t h e r m o p l a s t i c  p o l y a m i d e s 、 T P A ） を 含 む 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 上 述 し た 第 １ 熱 伝 導 性 パ ウ ダ ー の 形 状 は 実 質 的 に 粒 径 ５ ０ ～ ２ ５ ０ μ ｍ の 球 体 で あ り 、  
第 ２ 熱 伝 導 性 パ ウ ダ ー の 形 状 は 実 質 的 に 粒 径 １ ～ ３ ０ μ ｍ の 球 体 で あ り 、 第 １ 熱 伝 導 性 パ  
ウ ダ ー 及 び 第 ２ 熱 伝 導 性 パ ウ ダ ー の 球 状 化 率 は ９ ０ ～ ９ ５ ％ で あ る 。 第 １ 熱 伝 導 性 パ ウ ダ  
ー 及 び 第 ２ 熱 伝 導 性 パ ウ ダ ー の 材 料 は 、 銀 、 銅 、 鉄 、 ア ル ミ ニ ウ ム 、 窒 化 ホ ウ 素 、 窒 化 ア  
ル ミ ニ ウ ム 、 窒 化 ケ イ 素 、 酸 化 マ グ ネ シ ウ ム 、 酸 化 亜 鉛 、 酸 化 ア ル ミ ニ ウ ム 、 炭 化 ケ イ 素  
、 グ ラ フ ァ イ ト 、 或 い は 前 述 の 任 意 の 組 み 合 わ せ を そ れ ぞ れ 独 立 的 に 含 む 。 例 え ば 、 第 １  
熱 伝 導 性 パ ウ ダ ー は 、 窒 化 ア ル ミ ニ ウ ム 、 酸 化 ア ル ミ ニ ウ ム 、 ま た は グ ラ フ ァ イ ト を 含 ん  
で も よ く 、 第 ２ 熱 伝 導 性 パ ウ ダ ー は 、 窒 化 ホ ウ 素 と 、 窒 化 ア ル ミ ニ ウ ム と 、 酸 化 マ グ ネ シ  
ウ ム と 、 酸 化 亜 鉛 と 、 酸 化 ア ル ミ ニ ウ ム と 、 炭 化 ケ イ 素 と 、 グ ラ フ ァ イ ト と 、 を 含 む 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 本 発 明 の 他 の 幾 つ か の 実 施 例 で は 、 上 述 し た 自 動 車 用 熱 伝 導 材 料 を 含 む 熱 伝 導 接 着 剤 、  
熱 伝 導 ペ ー ス ト 、 及 び 熱 伝 導 シ ー ト を 更 に 提 供 す る 。 熱 伝 導 接 着 剤 は 、 例 え ば 、 ポ ッ テ ィ  
ン グ 剤 で あ る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 以 下 、 幾 つ か の 実 施 例 を 挙 げ て 上 述 し た 自 動 車 用 熱 伝 導 材 料 の 組 成 に つ い て 説 明 す る 。
【 実 施 例 】
【 ０ ０ ２ ２ 】
〔 実 施 例 １ 〕 自 動 車 用 熱 伝 導 材 料 の 熱 伝 導 率 に 対 す る 各 種 熱 伝 導 性 パ ウ ダ ー の 影 響
　 本 実 施 形 態 に お い て 、 自 動 車 用 熱 伝 導 材 料 の 熱 伝 導 率 に 対 す る 各 種 熱 伝 導 性 パ ウ ダ ー の  
影 響 を 探 求 す る 。 自 動 車 用 熱 伝 導 材 料 の 各 成 分 の 含 有 量 、 熱 伝 導 性 パ ウ ダ ー の 粒 径 、 及 び  
得 ら れ る 自 動 車 用 熱 伝 導 材 料 の 熱 伝 導 率 を 下 記 表 １ に 示 す 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
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【 表 １ 】

【 ０ ０ ２ ４ 】
　 表 １ に お い て 、 第 １ 熱 伝 導 性 パ ウ ダ ー の 粒 径 は 第 ２ 熱 伝 導 性 パ ウ ダ ー の 粒 径 よ り も 大 き  
い 。 第 １ 熱 伝 導 性 パ ウ ダ ー の 粒 径 の 上 限 が ２ ５ ０ μ ｍ か ら ３ ０ ０ μ ｍ に 上 昇 す る と 、 自 動  
車 用 熱 伝 導 材 料 の 熱 伝 導 率 が 低 下 す る 。 よ っ て 、 第 １ 熱 伝 導 性 パ ウ ダ ー の 粒 径 は 、 好 ま し  
く は ５ ０ ～ ２ ５ ０ μ ｍ の 間 の 範 囲 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 表 １ に お い て 、 実 験 例 ７ ～ １ ０ を 比 較 す る と 、 第 ２ 熱 伝 導 性 パ ウ ダ ー が グ ラ フ ァ イ ト で  
あ る 場 合 、 自 動 車 用 熱 伝 導 材 料 の 熱 伝 導 率 が 最 高 と な り 、 窒 化 ホ ウ 素 が 次 に 高 く 、 最 後 は  
酸 化 亜 鉛 及 び 酸 化 マ グ ネ シ ウ ム と な る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
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〔 実 施 例 ２ 〕 自 動 車 用 熱 伝 導 材 料 の 熱 伝 導 率 に 対 す る 各 種 ノ ン シ リ コ ン 弾 性 体 樹 脂 の 影 響
　 本 実 施 形 態 に お い て 、 自 動 車 用 熱 伝 導 材 料 の 熱 伝 導 率 に 対 す る 各 種 ノ ン シ リ コ ン 弾 性 体  
樹 脂 の 影 響 を 探 求 す る 。 自 動 車 用 熱 伝 導 材 料 の 各 成 分 の 含 有 量 、 熱 伝 導 性 パ ウ ダ ー の 粒 径  
、 及 び 得 ら れ る 自 動 車 用 熱 伝 導 材 料 の 熱 伝 導 率 を 下 記 表 ２ に 示 す 。 表 ２ に お い て 、 ノ ン シ  
リ コ ン 弾 性 体 樹 脂 の 種 類 の み が 変 化 し た 場 合 、 自 動 車 用 熱 伝 導 材 料 の 熱 伝 導 率 に 対 す る ノ  
ン シ リ コ ン 弾 性 体 樹 脂 の 種 類 の 影 響 が 大 き く な い こ と が 分 か る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
【 表 ２ 】

【 ０ ０ ２ ８ 】
　 上 述 の 自 動 車 用 熱 伝 導 材 料 は 、 下 記 利 点 を 少 な く と も 有 し て い る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
１ ． オ イ ル 滲 み 現 象 を 防 止 す る ： 従 来 の シ リ コ ン を 含 む 自 動 車 用 熱 伝 導 材 料 は 高 温 に な る  
と 小 分 子 の シ リ コ ン オ イ ル を す ぐ に 放 出 し 、 オ イ ル 滲 み 現 象 を 引 き 起 こ し 、 回 路 の シ ョ ー  
ト に 繋 が っ た 。 上 述 し た 自 動 車 用 熱 伝 導 材 料 は こ の 問 題 を 解 決 し 、 放 熱 素 子 の 信 頼 性 を 確  
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保 し て い る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
２ ． 光 学 装 置 の 汚 染 を 防 止 す る ： 従 来 の 自 動 車 用 熱 伝 導 材 料 が 放 出 す る 小 分 子 の シ リ コ ン  
オ イ ル は 、 光 学 装 置 を 汚 染 し 、 光 透 過 率 を 低 下 さ せ 、 セ ン サ ー の 正 確 な 動 作 に 影 響 を 与 え  
た 。 上 述 し た 自 動 車 用 熱 伝 導 材 料 を 使 用 す る こ と で こ の よ う な 汚 染 を 防 止 し 、 車 両 の 光 学  
シ ス テ ム の 正 常 な 動 作 を 確 保 し て い る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
３ ． 様 々 な 応 用 方 式 ： こ の よ う な 自 動 車 用 熱 伝 導 材 料 は 熱 伝 導 接 着 剤 ま た は 熱 伝 導 ペ ー ス  
ト と し て 製 造 可 能 で あ り 、 様 々 な 電 気 自 動 車 の 放 熱 に 適 用 で き 、 車 両 シ ス テ ム 全 体 の 安 定  
性 及 び 操 作 性 能 を 確 保 し て い る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 本 発 明 は 上 述 し た 各 実 施 形 態 に 限 定 さ れ る も の で は な く 、 請 求 項 に 示 し た 範 囲 で 種 々 の  
変 更 が 可 能 で あ り 、 異 な る 実 施 形 態 に そ れ ぞ れ 開 示 さ れ た 技 術 的 手 段 を 適 宜 組 み 合 わ せ て  
得 ら れ る 実 施 形 態 に つ い て も 本 発 明 の 技 術 的 範 囲 に 含 ま れ る 。
【 産 業 上 の 利 用 可 能 性 】
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 本 発 明 は 、 自 動 車 用 熱 伝 導 材 料 、 熱 伝 導 接 着 剤 、 熱 伝 導 ペ ー ス ト お よ び 熱 伝 導 シ ー ト に  
利 用 で き る 。
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